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A08a MOAグループによる重力マイクロレンズ現象の探索
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我々の研究グループMOA(Microlensing Observations in Astrophysics)では、ニュージーランドのMt.John
天文台において、61cmの広視野望遠鏡と大面積CCD カメラを用いて大規模測光を行い、マイクロレンズイベン
トの探索をしている。
観測対象は銀河中心と大マゼラン星雲で、あわせて約１千万個の星を年間を通して連続的に観測している。大マ
ゼラン星雲方向の観測は銀河ハローのダークマター候補であるMACHOs(MAssive Compact Halo Objects)の研
究に焦点を当てており、また、銀河中心方向は太陽系外惑星の探査やバルジの構造の研究が主な目的である。今
回は 2001年の観測データの解析の結果について報告する。


